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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 41,589 22.9 1,411 227.0 1,336 33.7 799 △52.8

2022年3月期第2四半期 33,846 △5.6 431 ― 999 ― 1,694 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　2,750百万円 （18.1％） 2022年3月期第2四半期　　2,328百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 17.98 ―

2022年3月期第2四半期 38.17 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 83,883 35,925 39.5

2022年3月期 73,384 34,025 42.4

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 33,132百万円 2022年3月期 31,149百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 9.7 3,600 5.3 3,300 △16.1 2,100 △23.0 47.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 44,741,467 株 2022年3月期 44,741,467 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 155,842 株 2022年3月期 345,938 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 44,469,282 株 2022年3月期2Q 44,390,071 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいておりますが、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①当第２四半期連結累計期間の概況

当社グループの主な事業領域である映像関連事業においては、急速な技術革新に加え、新型コロナウイルス感染

症による社会環境の変化によってオンラインライブやメタバースを活用した新しいエンタテインメントが出現、ま

た動画配信事業者の競争が激化するなど、市場環境が目まぐるしい変化を遂げております。

当社グループはこのような環境を成長機会と捉え、中期経営計画「G-EST2025」をスタートいたしました。２年目

となる2023年３月期においては「高収益体質のグループへ転換するための基盤づくりを継続」を方針とし、引き続

き４つの基本戦略を軸に様々な取り組みを推進しております。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は415億89百万円(前年同四半期比22.9％増)、

営業利益は14億11百万円(前年同四半期比227.0％増)、経常利益は13億36百万円(前年同四半期比33.7％増)、親会社

株主に帰属する四半期純利益は７億99百万円(前年同四半期比52.8％減)となりました。なお、親会社株主に帰属す

る四半期純利益につきましては、前年と比較して法人税等が増加したことにより減益となりました。

②セグメント別の業績

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来「調整額」に含めておりました連結子会社１社(株式会社IMAGICA EEX)

について、重要性が増したため、「映像コンテンツ事業」に区分変更いたしました。当第２四半期連結累計期間の

比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

1)映像コンテンツ事業

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は90億45百万円(前年同四半期比0.6％増)、営業利益は46百万

円(前年同四半期比19.0％増)となりました。

劇場映画・ドラマ作品は、昨年度より案件数が増加し売上は堅調に推移しました。ＣＭ制作については、前年に

比べて受注が回復傾向となりました。アニメーション作品は、作品ごとの収益管理の徹底、および制作の効率化等

により粗利益率は改善傾向にあります。ライブエンタテインメント事業においては受注が好調に推移しました。

これらの結果、映像コンテンツ事業全体は増収増益となりました。

2)映像制作サービス事業

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は255億96百万円(前年同四半期比38.7％増)、営業利益は11億

92百万円(前年同四半期比489.7％増)となりました。

国内のＥ２Ｅサービス※においては、劇場映画・ドラマシリーズや劇場アニメーション作品のポストプロダクショ

ンが堅調に推移したことに加え、デジタルシネマ向けのサービスの受注も増加しました。また、動画配信事業者と

の受注を継続して確保することにより、動画ファイルの圧縮・変換等のエンコード、ローカライズ等において売上

は堅調に推移しました。

海外のＥ２Ｅサービスにおいては、引き続き動画配信事業者向けのローカライズの需要が好調に推移したことで、

売上・利益ともに大幅に伸長しました。

ＴＶ番組・ＴＶＣＭ向けのポストプロダクションサービス等においては、前年度の大型イベント案件の反動によ

り苦戦したものの、LIVEイベント・スポーツ等の中継・配信案件が増加し売上は堅調に推移しました。

ゲーム制作・人材サービス等においては、ゲームの３ＤＣＧ制作およびデバッグ等の受注が引き続き好調に推移

しました。

これらの結果、映像制作サービス事業全体は増収増益となりました。

※Ｅ２Ｅサービス：End to End。映画・ドラマ・アニメーション等の映像コンテンツを制作するポストプロダク

ションから、それらを劇場、テレビ、インターネットを介した動画配信などあらゆるメディアで流通させるために

必要なローカライズ(吹替、字幕制作)、ディストリビューション(流通)のためのメディアサービスまでをワンスト

ップで提供するサービスの総称。

(注)海外のＥ２Ｅサービスの業績につきましては、決算日が12月31日であるため、当第２四半期連結累計期間には

2022年１月１日～2022年６月30日の実績を反映しております。
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3)映像システム事業

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は82億12百万円(前年同四半期比12.2％増)、営業利益は７億

12百万円(前年同四半期比46.6％増)となりました。

ハイスピードカメラは、新製品を２機種発売したこともあり受注は順調に獲得したものの、半導体不足の影響も

あり売上は前年並みとなりました。放送映像システムにおいては、第１四半期に受注した大型案件の寄与により増

収となりました。光学計測事業は光学素子・光学計測装置ともに設備投資回復に伴い売上が大幅に増加しました。

ＣＭオンライン送稿の販売は堅調を維持し、映像・画像処理ＬＳＩについては国内および海外（特にアジア地域）

における販売が引き続き好調に推移しました。

これらの結果、映像システム事業全体は増収増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて34億43百万円(8.4％)増加し、445億10百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が減少した一方で、棚卸資産が増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて70億55百万円(21.8％)増加し、393億72百万円となりました。

これは主に、リース資産の増加、為替換算の影響によるのれんの増加によるものであります。

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて104億99百万円(14.3％)増加し、838億83百万円となりまし

た。

②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて45億36百万円(14.1％)増加し、368億15百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金が減少した一方で、契約負債、並びに短期借入金が増加したことによるもので

あります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて40億62百万円(57.4％)増加し、111億42百万円となりました。

これは主に、長期借入金が減少した一方で、その他の固定負債に含まれるリース債務が増加したことによるもの

であります。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて85億99百万円(21.8％)増加し、479億58百万円となりまし

た。

③純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べて18億99百万円(5.6％)増加し、359億25百万円となりました。

これは主に、為替換算調整勘定が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期通期の業績予想につきましては、2022年５月13日に公表した数値から変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,420,308 4,752,136

受取手形、売掛金及び契約資産 18,849,395 17,789,699

棚卸資産 13,613,658 18,968,207

その他 2,223,017 3,058,334

貸倒引当金 △39,570 △57,800

流動資産合計 41,066,808 44,510,577

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,952,389 16,272,339

減価償却累計額 △10,045,227 △10,390,856

減損損失累計額 △458,793 △411,995

建物及び構築物（純額） 5,448,367 5,469,488

機械装置及び運搬具 8,834,537 6,941,511

減価償却累計額 △7,837,771 △6,004,852

減損損失累計額 △164,156 △137,951

機械装置及び運搬具（純額） 832,609 798,706

土地 1,705,807 1,705,807

リース資産 1,301,876 6,106,664

減価償却累計額 △863,337 △813,663

減損損失累計額 △134,863 △123,763

リース資産（純額） 303,675 5,169,238

その他 6,969,868 7,715,566

減価償却累計額 △4,961,618 △5,423,905

減損損失累計額 △129,285 △127,649

その他（純額） 1,878,964 2,164,010

有形固定資産合計 10,169,425 15,307,251

無形固定資産

のれん 11,482,801 12,959,037

その他 2,352,770 2,553,012

無形固定資産合計 13,835,572 15,512,049

投資その他の資産

投資有価証券 2,670,687 2,643,098

関係会社株式 385,838 502,002

敷金及び保証金 2,066,324 2,127,186

繰延税金資産 3,051,529 3,093,418

その他 286,596 345,967

貸倒引当金 △148,462 △158,014

投資その他の資産合計 8,312,513 8,553,659

固定資産合計 32,317,511 39,372,961

資産合計 73,384,320 83,883,538
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,884,981 7,118,552

短期借入金 4,170,485 5,495,351

未払金 1,824,055 1,144,759

未払法人税等 850,863 336,202

契約負債 8,373,707 14,135,909

賞与引当金 1,594,260 814,406

受注損失引当金 3,717 3,096

訴訟損失引当金 584,309 685,213

資産除去債務 41,401 －

その他 5,951,109 7,082,337

流動負債合計 32,278,892 36,815,830

固定負債

長期借入金 4,019,743 3,683,409

長期未払金 208,183 291,506

繰延税金負債 396,815 436,551

退職給付に係る負債 1,311,241 1,287,528

資産除去債務 636,938 642,600

その他 507,067 4,800,723

固定負債合計 7,079,990 11,142,318

負債合計 39,358,882 47,958,149

純資産の部

株主資本

資本金 3,306,002 3,306,002

資本剰余金 13,223,561 13,020,018

利益剰余金 13,785,809 13,917,901

自己株式 △351,569 △158,379

株主資本合計 29,963,804 30,085,543

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 610,074 565,116

土地再評価差額金 △17,933 △17,933

為替換算調整勘定 595,800 2,502,576

退職給付に係る調整累計額 △2,483 △2,814

その他の包括利益累計額合計 1,185,458 3,046,946

非支配株主持分 2,876,174 2,792,899

純資産合計 34,025,437 35,925,388

負債純資産合計 73,384,320 83,883,538
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 33,846,057 41,589,200

売上原価 23,987,688 29,497,045

売上総利益 9,858,368 12,092,154

販売費及び一般管理費 9,426,616 10,680,221

営業利益 431,751 1,411,932

営業外収益

受取利息 558 640

受取配当金 14,041 16,712

受取賃貸料 32,776 32,193

持分法による投資利益 1,196 －

為替差益 5,669 46,133

その他 661,029 57,855

営業外収益合計 715,273 153,536

営業外費用

支払利息 101,087 113,758

持分法による投資損失 － 524

その他 46,422 114,350

営業外費用合計 147,510 228,632

経常利益 999,514 1,336,836

特別利益

固定資産売却益 813 7,001

移転補償金 － 277,370

その他 792,747 34,168

特別利益合計 793,560 318,540

特別損失

固定資産除却損 10,946 1,894

移転関連費用 224,131 50,263

割増退職金 － 170,228

その他 2,131 12,320

特別損失合計 237,210 234,707

税金等調整前四半期純利益 1,555,865 1,420,669

法人税等 △191,788 548,238

四半期純利益 1,747,654 872,430

非支配株主に帰属する四半期純利益 53,311 72,780

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,694,342 799,650
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 1,747,654 872,430

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △178,691 △36,838

為替換算調整勘定 759,644 1,915,588

退職給付に係る調整額 △335 △330

その他の包括利益合計 580,617 1,878,418

四半期包括利益 2,328,271 2,750,849

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,274,794 2,661,138

非支配株主に係る四半期包括利益 53,477 89,711
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、税引前四半

期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

（会計方針の変更）

(1) 米国財務会計基準審議会会計基準編纂書（ASC）第842号「リース」の適用

米国会計基準を適用している在外連結子会社において、ASC第842号「リース」を第１四半期連結会計期間

の期首より適用しております。

これに伴い、借手のリース取引については、原則としてすべてのリースについて資産及び負債として計上

しております。本基準の適用にあたっては、経過的な取扱いに従っており、会計方針の変更による累積的影

響額を適用開始日に認識する方法を採用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、有形固定資産の「リース資産(純額)」が3,002,985千

円、流動負債の「その他」が384,364千円、固定負債の「その他」が2,735,036千円増加しております。なお、

第１四半期連結会計期間の利益剰余金の期首残高に与える影響及び当第２四半期連結累計期間の四半期連結

損益計算書に与える影響は軽微であります。

(2) 税金費用の計算方法の変更

従来、税金費用については、一部の連結子会社を除いて、原則的な方法により計算しておりましたが、当

社及び連結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図るため、第１四半期連結会計期間より連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

　

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

映像
コンテンツ

映像制作
サービス

映像
システム

計

売上高

外部顧客への
売上高

8,927,902 17,931,664 6,978,803 33,838,371 7,685 33,846,057

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

65,967 526,427 342,277 934,672 △934,672 －

計 8,993,870 18,458,092 7,321,080 34,773,043 △926,986 33,846,057

セグメント利益 39,372 202,234 486,246 727,853 △296,101 431,751

(注)１.セグメント利益の調整額△296,101千円は、当社に係る損益874,051千円及びセグメント間取引消去

△1,170,153千円であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

映像
コンテンツ

映像制作
サービス

映像
システム

計

売上高

外部顧客への
売上高

9,029,270 24,727,181 7,823,188 41,579,640 9,559 41,589,200

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

16,549 868,927 389,104 1,274,581 △1,274,581 －

計 9,045,820 25,596,109 8,212,292 42,854,222 △1,265,022 41,589,200

セグメント利益 46,870 1,192,524 712,740 1,952,135 △540,202 1,411,932

(注)１.セグメント利益の調整額△540,202千円は、当社に係る損益1,365,953千円及びセグメント間取引消去

△1,906,156千円であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来「調整額」に含めておりました連結子会社１社(株式会社IMAGICA EEX)につい

て、重要性が増したため、「映像コンテンツ事業」に区分しております。

なお、前第２四半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」は、

変更後の区分に基づき作成したものを開示しております。

　


